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　８月６日・７日の両日、盛町の商
店街で、「盛町灯ろう七夕まつり」が
開催されました。
　今年は、日本三大七夕の一つとし
て知られる、愛知県の「安城七夕ま
つり」の関係者が開催を支援。６日
には、盛保育園児による引き七夕が
例年どおり行われ、園児たちの元気
な声が商店街に響いていました。

早期復興への願いを込めて早期復興への願いを込めて

�皇太子ご夫妻が大船渡市をご訪問 ������� Ｐ２

�復興によって目指すべき大船渡市の姿 ����� Ｐ３

�災害義援金などの支給対象についてのお知らせ � Ｐ５

主 な 内 容
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皇
太
子
ご
夫
妻
が

　
　
　
　
　

大
船
渡
市
を
ご
訪
問

地ノ森地内では、沿道に集まった市民に優しく
お言葉をかけられました

大きな被害を受けた市街地に向けて、黙礼を
捧げられました

集まった市民に向け、にこやかに手を振られる皇太子ご夫妻

　

８
月
５
日
、
皇
太
子
ご
夫
妻
が
被
災
地
の
お
見
舞
い
の
た
め
、
大
船
渡
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
夫
妻
は
、
市
役
所
で
市
内
の
被
災
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
大
船
渡
町
地
ノ
森
地

内
に
移
動
し
、
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
市
街
地
に
向
け
て
黙
礼
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
県
立
大
船
渡
病
院
跡
地
の
地
ノ
森
応
急
仮
設
住
宅
を
訪
ね
、
入
居
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。
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私
た
ち
大
船
渡
市
民
は
、
多
く

の
皆
様
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
と
も
に
助
け
合
い
、
励

ま
し
あ
い
な
が
ら
災
害
発
生
後
の

日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ

「
和
」と
、
ま
ち
や
集
落
を
つ
な
ぐ

　

被
災
者
の
生
活
再
建
を
最
優
先

と
し
て
、
一
日
も
早
く
市
民
生
活

の
安
定
を
取
り
戻
す
た
め
に
は
、

災
害
に
く
じ
け
な
い
市
民
の
思
い

を
糧
と
し
な
が
ら
、
次
の
こ
と
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
早
期
の
住
宅
再
建
と
公
営
住
宅

　

の
整
備

②
今
回
の
災
害
の
教
訓
を
生
か
し

　

た
防
災
体
制
の
見
直
し

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
寄
せ
ら

れ
た
提
言
な
ど

１
。
だ
れ
も
が
安
心
し
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

２
。
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

３
。
支
え
合
い
の�
わ
�で　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
な
ぐ
ま
ち

③
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
や
さ
し

　

い
ま
ち
づ
く
り

④
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教

　

育
の
充
実

「
輪
」に
支
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
二
つ
の

�
わ
�を
大
切
に
し
な
が
ら
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

①
市
民
を
つ
な
ぐ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
保
や
防
災

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど

②
集
落
を
つ
な
ぐ

　

集
落
の
孤
立
を
防
ぐ
道
路
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
循
環
バ
ス

　

の
運
行
な
ど

③
世
代
を
つ
な
ぐ

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

　

幅
広
い
世
代
・
階
層
の
意
見
を

　

取
り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

　

進
や
文
化
・
伝
統
の
保
存
・
継

　

承
な
ど

④
都
市
を
つ
な
ぐ

　

気
仙
２
市
１
町
の
連
携
強
化
な

　

ど

お互いに意見を出し合いながら目指すお互いに意見を出し合いながら目指す
べき姿を検討べき姿を検討

～市民ワークショップの結果を踏まえ、

　　　　　　　目指すべき復興後の市の姿をまとめました～
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　７月10日・17日に開催した市民ワークショップ。さまざまな世代の市民の皆さんが参加し、「復興に

よって目指すべき大船渡市の姿」について、多くの提言などが出されました。

　市では、ワークショップでの提言などをもとに、目指すべき姿を『命を守り、夢を育むまちづくり

と防災に協働するまち大船渡』とし、復興計画（案）に盛り込むこととしています。

さまざまな世代の人が参加し、活発な議論がさまざまな世代の人が参加し、活発な議論が
行われました行われました

　

大
船
渡
市
が
活
気
を
取
り
戻
す

た
め
に
は
、
地
域
の
特
色
と
資
源

（
人
的
・
物
的
）を
最
大
限
に
生
か

し
た
産
業
の
再
生
と
創
出
が
大
切

で
す
。

①
被
災
し
た
産
業
基
盤
の
早
期
再

　

建
②
豊
か
な
自
然
の
恵
み
な
ど
を
生

　

か
し
た
産
業
振
興

③
魅
力
的
・
独
創
的
な
ま
ち
づ
く

　

り
④
新
た
な
産
業
の
創
出
と
雇
用
の

　

確
保

⑤
環
境
共
生
型
の
ま
ち
づ
く
り

大災害を乗り越え、よりよいまちとして再生するために目指すべきまちの姿

『命を守り、夢を育むまちづくりと

　　　　防災に協働するまち大船渡』
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東
日
本
大
震
災
に
伴
う
関
係
規

則
が
改
正
さ
れ
、
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
申
請
に
つ
い
て
、
申
請

期
間
の
特
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
特
例
の
対
象
と
な
る
人
＝
被
災

　

に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
、
そ
の

　

ほ
か
の
財
産
に
つ
い
て
、
お
お

　

む
ね
�
以
上
の
損
害
を
受
け
た

　

人
▽
特
例
の
内
容
＝
特
例
の
対
象
と

　

な
る
人
は
、
平
成　

年
８
月
か

23

　

ら
平
成　

年
３
月
ま
で
に
申
請

24

　

し
た
場
合
で
も
、
平
成　

年
２

23

　

月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の

24

　

期
間
の
う
ち
、
必
要
と
認
め
る

　

期
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

　

す
（
こ
れ
ま
で
は
、
平
成　

年
22

　

７
月
分
か
ら
平
成　

年
６
月
分

23

　

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
の
免

　

除
を
希
望
す
る
場
合
、
平
成　
23

　

年
７
月
末
ま
で
に
申
請
が
必
要

　

で
し
た
）。

※
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
学

　

生
に
係
る
国
民
年
金
保
険
料
の

　

学
生
納
付
の
特
例
も
設
け
ら
れ

　

ま
し
た
が
、
こ
の
特
例
と
は
異

　

な
り
ま
す
。

▽
申
請
受
付
場
所
＝
住
所
地
の
市

　

区
町
村
役
場
、
ま
た
は
お
近
く

　

の
年
金
事
務
所

▽
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
り
災
証
明
書

※
申
請
の
際
は
、
被
災
状
況
届
に

　

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
用

　

紙
は
、
申
請
窓
口
に
用
意
し
て

　

あ
り
ま
す
）。

国
民
年
金
保
険
料
の

　

免
除
申
請
期
間
が
拡
大
し
ま
し
た

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

の
概
要
は
、
広
報
７
月
５
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人
は
、
本
人
、
配
偶

者
お
よ
び
世
帯
主
に
つ
い
て
の
所

得
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
平
成　

年
分
の
所
得

22

税
ま
た
は
、
住
民
税
に
係
る
申
告

が
必
要
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
一
関
年
金
事
務
所

　
　

（
�
０
１
９
１
�
４
２
４
６
）

・
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

　
　

（
�
内
線
１
４
５
・
１
４
６
）

�期日＝９月17日（土）・18日（日）

�時間＝午前10時～午後２時30分

�会場＝大船渡市民体育館

�配布物品＝衣類

�配布対象者　　

①住宅が被災した人（り災証明書をお持ちの人）

②職場が被災し、職を失った人（漁業施設や商

　店などを流失した人を含む）

③親戚宅に避難している人、または受け入れて

　いる人

④支援を必要としている人

�問い合わせ先

　保健福祉課（�内線182・186・187）

義援物資を配布します
～衣類限定の配布会を実施～

船
渡
市
災
害
復
興
計
画
策
定
委
員

会
専
門
部
会
の
結
果
に
つ
い
て
の

報
告
や
、
大
船
渡
市
復
興
計
画
へ

の
登
載
事
業（
案
）、
大
船
渡
市
復

興
計
画
に
係
る
土
地
利
用
の
あ
り

方
と
土
地
利
用
方
針
図（
案
）に
つ

い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月　

日
に
は
、
第
５

29

回
の
同
委
員
会
を
開
催
。
前
回
に

引
き
続
き
、
復
興
計
画
へ
の
登
載

事
業（
案
）な
ど
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
、
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
復
興
計
画
策
定
委
員

会
や
、
現
在
、
各
地
区
で
開
催
し

て
い
る
地
区
懇
談
会
な
ど
を
通
じ

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
復
興
計
画
策
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

８
月　

日
、
第
４
回
の
大
船
渡

18

市
災
害
復
興
計
画
策
定
委
員
会
を

市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
復
興
計
画
の
策

定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
７
月
に
開
催

し
た
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
大

大船渡市災害復興計画

策定委員会を開催

復興計画登載事業案などを協議
第５回大船渡市災害復興計画策定第５回大船渡市災害復興計画策定
委員会の様子委員会の様子

第４回大船渡市災害復興計画策定委員会
の様子
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支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象象にににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててててててててててのののののののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ　　支給対象についてのお知らせ

　災害で住家に著しい損害を受けた世帯主に対

する、災害義援金の支給対象が変わりました。

　災害義援金（住家被害）の支給対象は、これま

で「戸」を単位としていましたが、基準が変わり、

「世帯」を単位として支給することになりました。

　同じ住家に住民登録を別にする複数の世帯が

いるときは、発災時点での住民票上の世帯を基

本として、居住する世帯主全員が支給対象と認

められます。

　基準が変わる前は、支給対象にならないため

に申請を断っていた人もいますので、対象とな

る世帯主の人は、申請をお願いします。

※対象となる住家被害の要件はこれまでどおり

　です。

災害義援金（住家被害）の

　　　　支給対象が変わりました

【例】１戸の住家にＡさん、Ｂさんの２世帯

　　が同居していた場合

・変更前…ＡさんまたはＢさんのどちらか

　　　　　１世帯のみが対象

・変更後…Ａさん、Ｂさんのどちらの世帯

　　　　　も対象

※Ａさん、Ｂさんが住民票上、別世帯の場

　合です。

福祉施設入所者も災害義援金の

　　　　　支給対象になりました

　半壊以上の被害を受けた福祉施設に入所して

いる人は、新たに災害義援金の支給対象となり

ました。　

■災害義援金などの申請受付時間・会場

�受付時間＝午前９時30分～午後３時

　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

�受付会場＝市役所本庁（１階／第４会議室）

�申請先／問い合わせ先

　保健福祉課義援金等受付係

　　　　　　　　　　（�内線164・168・203）

災害義援金・災害弔慰金の

　　　　支給対象が拡大しました

　災害により亡くなられた人、行方不明となら

れた人のご遺族・ご親族に対する、災害義援金

や災害弔慰金の支給対象の範囲が拡大しました。

　これまでの支給対象は、配偶者・子・親・孫・

祖父母となっていましたが、そのいずれにも該

当する人がいない場合のみ、次のとおり支給対

象として認められます。

　災害義援金の支給を申請していないご遺族は、

申請をお願いします。弔慰金は申請不要です。

■災害義援金

　亡くなられた人、行方不明となられた人の配

偶者・子・親・孫・祖父母がいない場合は、次

の順位により支給対象となります。

①亡くなられた人、行方不明となられた人と生

　計をともにしていた兄弟姉妹

②①に該当する人がいない場合は、亡くなられ

　た人、行方不明となられた人と生計をともに

　していた三親等以内の親族

③①・②にも該当する人がいない場合は、亡く

　なられた人、行方不明となられた人の葬祭を

　行った親族

■災害弔慰金

　亡くなられた人、行方不明となられた人と同

居、または生計をともにしていた兄弟姉妹
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※戸数は設置戸数

戸数設置場所名　　称

90綾里中学校黒土田応急仮設住宅

≪三陸町綾里≫

戸数設置場所名　　称

84山村広場杉下応急仮設住宅

35崎浜小学校仲崎浜応急仮設住宅

27甫嶺地域甫嶺応急仮設住宅

≪三陸町越喜来≫

戸数設置場所名　　称

5吉浜駅近接ゲートボール場吉浜応急仮設住宅

≪三陸町吉浜≫

戸数設置場所

58雇用促進住宅大船渡宿舎

38雇用促進住宅赤崎宿舎

14雇用促進住宅盛宿舎

9県公舎（栽培漁業センター公舎）

8つばき荘

7市営住宅（特定入居）

7北里大学教職員住宅（杉下）

5県公舎（県職員中野宿舎）

3ＳＧビル（旧橋本旅館）

既存住宅利用応急仮設住宅
※戸数は入居戸数

　

岩
手
県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業

に
よ
り
、
北
上
市
と
連
携
し
て
、

新
規
で
建
設
し
た
応
急
仮
設
住
宅

に「
仮
設
住
宅
団
地
運
営
支
援
員
」

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
支
援
員
は
、
応
急
仮
設
住

宅
に
常
駐
、
ま
た
は
巡
回
に
よ
り
、

応
急
仮
設
住
宅
の
運
営
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

▽
配
置
人
数
＝
新
規
で
建
設
し
た

　

応
急
仮
設
住
宅
ご
と
に
１
人
以

　

上（
全
体
で　

人
）

70

※
配
置
人
数
は
、
入
居
戸
数
な
ど

　

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
市
内
を
６
地
区
（
盛
地
区
、
大

　

船
渡
・
下
船
渡
地
区
、
末
崎
地

　

区
、
赤
崎
地
区
、
猪
川
・
立
根

　

地
区
、
三
陸
地
区
）
に
分
け
、

■
運
営
支
援
員
が
応
急
仮
設
住
宅
の

　

運
営
を
支
援
し
ま
す

�新規建設応急仮設住宅

　　　計1,801戸（設置戸数）

�既存住宅利用応急仮設住宅

　　　　計149戸（入居戸数）

応急仮設住宅の戸数

【
応
急
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る

　
　
　
　

皆
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
】

応急仮設住宅

が完成

　建設が進められていた応急仮設住宅

がすべて完成しました。設置戸数など

の状況は下表のとおりとなっており、

多くの人が入居しています。

　今後も、生活の再建などに向けた各

種事業の実施により、応急仮設住宅に

入居している人をはじめ、被災された

人が生活に対する不安を解消できるよ

う努めていきます。

市内の応急仮設住宅がすべて完成しました市内の応急仮設住宅がすべて完成しました
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新規建設応急仮設住宅

戸数設置場所名　　称

50盛小学校沢川応急仮設住宅

16下舘下地域下舘下応急仮設住宅

13東町公園東町応急仮設住宅

6佐倉里公園木町応急仮設住宅

6舘下公園舘下応急仮設住宅

≪盛町≫

戸数設置場所名　　称

138大船渡中学校永沢応急仮設住宅

88大船渡北小学校山馬越応急仮設住宅

72旧県立大船渡病院跡地地ノ森応急仮設住宅

41上平地域上平応急仮設住宅

10下船渡公園下船渡応急仮設住宅

8富沢公園富沢応急仮設住宅

≪大船渡町≫

戸数設置場所名　　称

134市営球場大田応急仮設住宅

70末崎中学校平林応急仮設住宅

58末崎小学校山岸応急仮設住宅

27小中井地域小中井応急仮設住宅

24大豆沢地域大豆沢応急仮設住宅

≪末崎町≫

戸数設置場所名　　称

65大立地域大立応急仮設住宅

64後ノ入地域後ノ入応急仮設住宅

47蛸ノ浦小学校鳥沢応急仮設住宅

27山口地域山口応急仮設住宅

19清水地域清水応急仮設住宅

14後ノ入北地域後ノ入北応急仮設住宅

4合足地域合足応急仮設住宅

≪赤崎町≫

戸数設置場所名　　称

308総合公園予定地長洞応急仮設住宅

50猪川小学校轆轤石応急仮設住宅

21県営長谷堂団地跡地長谷堂応急仮設住宅

16久名畑地域久名畑応急仮設住宅

12下権現堂公園下権現堂応急仮設住宅

12前田公園前田応急仮設住宅

12猪川公園猪川応急仮設住宅

8大船渡高校教員住宅跡地下冨岡応急仮設住宅

≪猪川町≫

戸数設置場所名　　称

120第一中学校宮田応急仮設住宅

≪立根町≫

　

応
急
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
人
の
栄
養
・
食
生
活
改
善
を
支

援
す
る
た
め
、
現
在
、
栄
養
士
に

よ
る
戸
別
の
巡
回
訪
問
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

９
月
末
ま
で
に
、
応
急
仮
設
住

宅
に
入
居
し
て
い
る
世
帯
を
訪
問

し
、
食
生
活
の
状
況
な
ど
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
支
援
に
つ

な
げ
ま
す
。

▽
主
な
内
容

・
栄
養
、
食
生
活
に
対
す
る
要
望

　

を
把
握
す
る
た
め
の
食
生
活
状

　

況
調
査

・
健
康
調
査
に
基
づ
く
栄
養
指
導

・
食
事
支
援
が
必
要
な
人
を
継
続

　

し
て
支
援
す
る
た
め
の
食
事
状

　

況
の
把
握

・
望
ま
し
い
食
生
活
、
低
栄
養
予

■
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
・
食
生
活
改

　

善
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

防
、
食
中
毒
予
防
、
脱
水
予
防

　

な
ど
の
指
導

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
介
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
�
�
１
５
８
１
）

　

マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
配
置
し
て
い
ま

　

す
。

▽
主
な
業
務
＝
応
急
仮
設
住
宅
の

　

運
営
補
助
・
環
境
整
備
、
市
か

　

ら
の
情
報
伝
達
、
関
係
団
体
と

　

の
連
絡
調
整
な
ど

【
支
援
の
例
】

　

集
会
所
の
管
理
、
活
用
な
ど
の

　

お
手
伝
い
、
入
居
し
て
い
る
人

　

か
ら
の
相
談
対
応
、
支
援
者
や

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
受
け
付

　

け
、
植
栽
の
管
理
や
清
掃
な
ど

　

の
お
手
伝
い
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課

　
　

（
�
内
線
３
２
７
・
３
２
８
）

栄養士が戸別に訪問しています栄養士が戸別に訪問しています
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市
で
は
、
平
成　

年
度
の
大
腸

23

が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
事
前
に
「
大
腸
が

ん
検
診
受
診
通
知
書
・
受
診
票
」

お
よ
び
「
大
腸
が
ん
検
診
の
お
知

ら
せ
・
日
程
表
」
を
個
別
に
送
付

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
日
程
表
を

確
認
の
上
、
該
当
す
る
会
場
に
時

間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る

　
　

歳
以
上
の
人
（
昭
和　

年
４

40

47

　

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

▽
受
診
料
＝
５
０
０
円

■
受
診
料
の
免
除

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
受
診
料
を
免
除
し
ま
す
。

①　

歳
以
上
の
人
（
誕
生
日
の
翌

70

　

月
か
ら
）

②　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人
で
、

65

70

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

　

証
を
お
持
ち
の
人

※
採
便
容
器
の
提
出
の
際
は
、
重

　

度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
証

　

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
保
護
受
給
者

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
同
一

　

世
帯
員
す
べ
て
が
市
民
税
非

　

課
税
の
人
）

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

採
便
容
器
の
提
出
の
際
、
書

　

類
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

　

す
。

⑤
医
療
費
の
免
除
証
明
書
を
お

　

持
ち
の
人

※
採
便
容
器
の
提
出
の
際
は
、

　

医
療
費
の
免
除
証
明
書
を
提

　

示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
便
容
器
の
配
布

　

【
表
１
】の
日
程
で
、
採
便
容

器
お
よ
び
大
腸
が
ん
検
診
受
診

票（
問
診
票
）を
配
布
し
ま
す
。

　

当
日
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
、

本
人
以
外
の
人
が
容
器
を
受
け

取
り
に
来
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
際
は
、
検
診
を
受
け
る
人

の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
確
認
で
き
る
も
の

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

大
腸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

対　象　行　政　区会　　　場 受付時間期　日

本町、愛宕町、八幡町、桜場、旭
町、田茂山一区、田茂山二区、御
山下

（盛）
保健介護センター９：00～12：00

10月３日
（月） 中井、西舘、泊里、碁石、三十刈、

山根
（末）

碁石地区コミュニティセンター９：30～11：30

三陸町越喜来全域（越）三陸支所12：30～14：30

上山、台町、茶屋前、南町、明神
前、田中、明神前団地、山馬越住
宅、永沢、平一区、平二区、宮ノ
前、下船渡、永沢住宅

（大）

大船渡地区公民館９：30～14：30

10月４日
（火）

船河原、峰岸、内田、細浦、神坂、
中野、小細浦、平林住宅

（末）
ふるさとセンター９：30～12：00

三陸町吉浜全域（吉）吉浜地区拠点センター９：30～11：30

吉野町、上木町、木町、盛雇用住
宅、沢川住宅
富沢一区、富沢二区

（盛）

（大）
保健介護センター６：30～12：00

10月５日
（水）

日頃市町全域（日）日頃市地区コミュニティセンター９：30～11：30

宿、後ノ入、大洞、生形、山口、
大立、永浜

（赤）
漁村センター（赤崎）12：30～14：30

三陸町綾里全域（綾）綾姫ホール12：30～14：30

猪川町全域（猪）猪川地区公民館９：30～12：00

10月６日
（木）

立根町全域（立）立根生活改善センター９：30～12：00

平、小田、梅神、小河原、門之浜、
山岸住宅、大田住宅

（末）
ふるさとセンター12：30～14：30

地ノ森一区、地ノ森二区、雇用住
宅、赤沢団地、県立病院合同公舎、
地ノ森住宅
中井一区、中井二区、沢田、佐野

（大）

（赤）

保健介護センター９：00～12：00

10月７日
（金） 赤沢、中央通、明土、屋敷、川原、

須崎、北笹崎、南笹崎、浜町
（大）

大船渡地区公民館９：30～12：00

清水、上蛸ノ浦、下蛸ノ浦、長崎、
外口、合足

（赤）
蛸ノ浦漁村厚生施設12：30～14：30

【表１】　採便容器の配布日程

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
介
護
セ
ン
タ
ー（
�
�
１
５
８
１
）
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対　象　行　政　区会　　　場 受付時間期　日

上山、台町、茶屋前、南町、明神前、田中、明神前団地、
山馬越住宅、永沢、平一区、平二区、宮ノ前、下船渡、
永沢住宅

（大）
大船渡地区公民館９：30～14：30

10月11日
（火）

三陸町吉浜全域（吉）吉浜地区拠点センター９：30～12：30

三陸町越喜来全域（越）三陸支所12：30～14：30

甲子、鷹生、宿、平山、小通、長安寺、板用（日）日頃市地区コミュニティセンター９：30～12：0010月12日
（水） 中井、西舘、泊里、碁石、三十刈、山根（末）碁石地区コミュニティセンター９：30～12：00

本町、愛宕町、八幡町、桜場、旭町、田茂山一区、田茂
山二区、御山下

（盛）
保健介護センター６：30～10：00

10月13日
（木）

船河原、峰岸、内田、細浦、神坂、中野（末）ふるさとセンター９：30～12：30

宿、後ノ入、大洞、生形、山口、大立、永浜（赤）漁村センター（赤崎）12：30～14：30

小路、石浜、田浜、港下、港上、岩崎下、岩崎上（綾）綾姫ホール12：30～14：30

上久名畑、下久名畑、長谷堂、長谷堂団地、上中井、下
中井、長洞住宅

（猪）
猪川地区公民館９：30～12：00

10月14日
（金） 上手、平田、和村、久保、菅生、下欠、宮田住宅（立）立根生活改善センター９：30～12：00

清水、上蛸ノ浦、下蛸ノ浦、長崎、外口、合足（赤）蛸ノ浦漁村厚生施設12：30～14：30

川内、関谷、坂本沢、大森、田代屋敷、石橋、長岩（日）日頃市地区コミュニティセンター９：30～12：00
10月17日
（月） 野形、宮野西、宮野東、野々前、白浜、砂子浜、小石浜、

黒土田住宅
（綾）

綾姫ホール12：30～14：30

吉野町、上木町、木町、盛雇用住宅、沢川住宅
富沢一区、富沢二区

（盛）
（大）

保健介護センター６：30～10：00
10月18日
（火） 内田、細浦、神坂、中野、小細浦、平、小田、梅神、小

河原、門之浜、山岸住宅、平林住宅、大田住宅
（末）

ふるさとセンター９：30～14：30

川原、田谷、町場、大畑野（立）立根生活改善センター９：30～12：00
10月19日
（水） 大野、新道、下権現堂、前田、下富岡、上富岡、轆轤石

住宅
（猪）

猪川地区公民館12：30～14：30

地ノ森一区、地ノ森二区、雇用住宅、赤沢団地、県立病
院合同公舎、地ノ森住宅
中井一区、中井二区、沢田、佐野

（大）

（赤）
保健介護センター９：00～15：00

10月20日
（木）

赤沢、中央通、明土、屋敷、川原、須崎、北笹崎、南笹
崎、浜町

（大）
大船渡地区公民館９：30～12：30

※
本
人
ま
た
は
代
理
の
人
が
会
場

　

へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
容
器
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
郵

　

便
に
よ
る
送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

※【
表
１
】の
期
間
中
は
、
午
前
９

　

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
保
健

　

介
護
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
も
採

　

便
容
器
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

■
採
便
容
器
の
回
収

　

【
表
２
】の
日
程
で
、
採
便
容
器

の
回
収
の
ほ
か
、
問
診
、
受
診
料

の
納
付
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
採
便
済
み
容
器
、

受
診
票
、
受
診
料
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
受
診
票
は
、
事
前
に
切

り
取
っ
た
部
分
以
外
の
す
べ
て
を

使
用
し
ま
す
の
で
、
切
り
取
ら
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

※【
表
２
】の
期
間
中
（
土
・
日
曜

　

日
を
除
く
）
は
、
午
前
９
時
か

　

ら
午
後
３
時
ま
で
、
保
健
介
護

　

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
も
採
便
容

　

器
を
回
収
し
ま
す
。

■
採
便
に
つ
い
て

・
採
便
を
す
る
日
は
、
日
の
異
な

　

る
２
日
間
と
な
り
ま
す
。
１
回

　

目
を
採
便
し
た
日
か
ら
４
日
以

　

内
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
の
で
、
回
収
日
を
日
程

　

表
で
確
認
の
上
、
採
便
し
て

　

く
だ
さ
い
。

・
下
剤
を
使
用
し
て
排
便
し
た

　

場
合
で
も
検
査
で
き
ま
す
。

・
生
理
期
間
中
は
、
採
便
し
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

・
検
査
結
果
に
影
響
し
ま
す
の

　

で
、
採
便
後
の
容
器
は
、
で

　

き
る
だ
け
冷
所
（
冷
蔵
庫
の

　

中
な
ど
）
で
保
存
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
そ
の
他

・
採
便
容
器
は
医
療
廃
棄
物
の

　

た
め
、
未
使
用
、
ま
た
は
検

　

診
用
と
し
て
提
出
し
な
か
っ

　

た
使
用
済
み
の
も
の
も
回
収

　

し
ま
す
。

・
検
診
の
結
果
、
要
精
密
検
査

　

と
な
っ
た
人
は
、
大
腸
内
視

　

鏡
検
査
（
こ
う
門
か
ら
大
腸

　

用
の
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
行
う

　

検
査
）
お
よ
び
注
腸
エ
ッ
ク

　

ス
検
査
（
こ
う
門
か
ら
管
で

　

バ
リ
ウ
ム
を
腸
に
入
れ
て
行

　

う
検
査
）
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。
多
少
の
痛
み
な
ど
を
伴

　

う
検
査
で
す
が
、
大
腸
が
ん

　

の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
必

　

要
な
検
査
で
す
。　

【表２】　採便容器の回収日程
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事
前
の
申
し
込
み
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
診
票
は
、

当
日
、
会
場
で
配
布
し
ま
す
（
本

年
度
は
、
対
象
者
あ
て
に
個
別
の

通
知
は
し
ま
せ
ん
）。

▽
日
程
＝
日
程
表
の
と
お
り

▽
会
場
＝
保
健
介
護
セ
ン
タ
ー

▽
受
付
時
間

・
午
前
＝
午
前
９
時
〜　

時
11

・
午
後
＝
午
後
１
時
〜
３
時

▽
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る

　
　

・　

・　

・　

・　

・　

・

40

45

50

55

60

65

　
　

歳
の
女
性
（
対
象
年
齢
一
覧

70

　

の
と
お
り
）　

▽
検
診
料
＝
１
�
０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
、
被

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

災
さ
れ
た
人
で
医
療
費
の
免
除

　

証
明
書
を
お
持
ち
の
人
は
、
検

　

診
料
が
免
除
と
な
り
ま
す
。
医

　

療
費
の
免
除
証
明
書
を
お
持
ち

　

の
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
検
診
内
容
＝
右
足
の
か
か
と
を

　

機
械
に
の
せ
、
超
音
波
で
骨
量

　

を
測
定
し
ま
す
。

※
は
だ
し
で
測
定
し
ま
す
の
で
、

　

腰
ま
で
あ
る
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な

　

ど
は
着
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
＝
検
診
結
果
は
、
当
日
、

　

保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
保
健

　

指
導
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
介
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

（
�
�
１
５
８
１
）

対象地区受付時間期　日

立根町午前９月27日
（火） 日頃市町、三陸町吉浜午後

盛町午前９月28日
（水） 三陸町綾里・越喜来午後

赤崎町午前９月29日
（木） 猪川町午後

末崎町午前９月30日
（金） 大船渡町午後

骨粗しょう症検診日程表

　東日本大震災により、自身や扶養親族が所有

する住宅や家財などに損害を受けた人は、平成

22年分または平成23年分のどちらかを選択し

て、所得税の軽減または免除の措置を受けられ

る場合があります。

　大船渡税務署では、所得税の軽減または免除

の手続きを希望する人を対象とした申告相談を

実施していますので、ご利用ください。

�会場【９月30日（金）まで】

　ブックソフト大船渡店駐車場跡地ユニットハ

　ウス（盛町字内ノ目12‐７）

※10月以降の会場はお問い合わせください。

�受付時間＝午前９時～午後４時

　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

�手続き方法（平成22年分の手続き）

・確定申告を済ませた人＝更正の請求

・確定申告がまだ済んでいない人＝確定申告

※平成23年分の手続きは、来年の確定申告とな

　ります。

�問い合わせ先

　大船渡税務署（��3481）

※震災の影響により、電話センターで電話を受

　け付けています。

■必要書類など

�被害を受けた資産、取得時期、取得価額が分

　かるもの【例】建物の請負契約書など

�被害を受けた資産の修繕費、取り壊し費用、

　除去費用などが分かるもの【例】見積書、領収

　書など

�被害を受けた資産について受け取る保険金な

　どの金額が分かるもの【例】支払い通知書など

�市から交付された「り災証明書」（コピー可）

�還付金の振込先となる金融機関名および口座

　番号が分かるもの

�平成22年分の所得金額や所得控除額が分かる

　書類【例】源泉徴収票、確定申告書の控え（平

　成22年分の確定申告書を提出済みの人）など

�生計をともにする親族の平成22年分の所得金

　額などが分かる書類（所得金額が38万円以上

　である場合）【例】源泉徴収票、確定申告書の

　控え（平成22年分の確定申告書を提出済みの

　人）など

・印鑑（認め印可）

※必要書類を準備できない人の相談も受け付け

　ていますので、お気軽にご相談ください。

所得税の減免のお知らせ東日本大震災で被害を受けた人へ

対象生年月日
対象
年齢

昭和46年４月２日～昭和47年４月１日40歳

昭和41年４月２日～昭和42年４月１日45歳

昭和36年４月２日～昭和37年４月１日50歳

昭和31年４月２日～昭和32年４月１日55歳

昭和26年４月２日～昭和27年４月１日60歳

昭和21年４月２日～昭和22年４月１日65歳

昭和16年４月２日～昭和17年４月１日70歳

対象年齢一覧

（11）広報大船渡
23.9.5（No.966）

　毎年、９月９日は「救急の日」です。

　大切な命を救うため、救急講習会を受講して

応急手当を身につけましょう。

　詳しくはお問い合わせください。

�問い合わせ先

・大船渡消防署（��2119）

・三陸分署（��2119）

・綾里分遣所（��2119）

救命の連鎖（Chain　of　Survival）

日は「救急の日」９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９ ９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９月

▽
加
入
要
件
＝
次
の
す
べ
て
の
要

　

件
を
満
た
す
人

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間　

日
以
上
農
業
に
従
事
す

60

　

る
人

③　

歳
未
満
の
人

60
※
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農
業
者

　

の
配
偶
者
・
後
継
者
な
ど
の
家

　

族
従
事
者
も
加
入
で
き
ま
す
。

▽
年
金
の
特
長

①
年
金
額

　

確
定
拠
出
型
な
の
で
、
自
分
が

　

積
み
立
て
た
保
険
料
と
、
そ
の

　

運
用
実
績
に
よ
っ
て
年
金
額
が

　

決
ま
り
ま
す
。
加
入
者
や
受
給

　

者
の
人
数
に
影
響
を
受
け
ず
、

　

安
定
し
て
い
ま
す
。

②
保
険
料

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
か
ら

　

６
万
７
千
円
の
間
で
、
自
分
で

　

決
め
る
こ
と
が
で
き
、
経
済
状

　

況
や
老
後
の
生
活
設
計
に
応
じ

　

て
変
更
で
き
ま
す
。

③　

歳
ま
で
の
保
証
つ
き
終
身
年

80

　

金

　
　

歳
ま
で
保
証
が
つ
い
て
い
る

80

　

の
で
、
加
入
者
が　

歳
に
な
る

80

　

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

　

死
亡
し
た
翌
月
か
ら
、　

歳
ま

80

　

で
に
受
け
取
る
年
金
の
相
当
額

　

が
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
税
制
上
の
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
社
会
保

ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
た
め
に

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
業
に
従
事
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
受

　

け
取
っ
た
年
金
は
公
的
年
金
控

　

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑤
国
か
ら
の
補
助

　

認
定
農
業
者
や
家
族
経
営
協
定

　

締
結
者
な
ど
、
一
定
の
要
件
を

　

満
た
す
農
業
の
担
い
手
と
な
る

　

人
は
、
国
か
ら
保
険
料
の
補
助

　

（
２
割
〜
５
割
）を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

（
�
内
線
３
５
７
）

早い

通　報

早い

医療処置

早い

救命処置

早い

応急手当
　カメリアホールでは、９月15日（木）から貸館

業務を再開します。

�予約受付開始日＝９月12日（月）

�利用可能施設＝展示ホール、多目的ホール、

　教養文化室、会議室、研修室、調理室

�利用時間＝午前９時～午後９時30分

�休館日＝年末年始（12月28日～１月４日）

※電話での施設の利用に関する問い合わせは、

　カメリアホール管理室（��2990）で受け付け

　ます。

�問い合わせ先＝中央公民館（��3166）

カメリアホールから

　　　業務再開のお知らせ
～９月15日から施設を利用できます～

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等

　
　
　
　
　
　

復
旧
整
備
補
助
事
業

　

岩
手
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
被
災
し
た
中
小
企
業
者
な

ど
が
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
進
め
る

施
設
・
設
備
の
復
旧
・
整
備
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
、
国
が
�
以

内
、
県
が
�
以
内
を
支
援
す
る
補

助
事
業
を
創
設
し
て
い
ま
す
。
す

で
に
申
請
の
あ
っ
た
１
次
募
集
分

に
つ
い
て
は
、
結
果
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
、
２
次
募
集
分
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
い
要

件
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
申
請
締
切
日
＝
９
月　

日（
木
）

22

▽
申
請
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部
経
営

　

支
援
課

　
（
�
０
１
９
‐
６
２
９
‐
５
５
４
６
）

〜
２
次
募
集
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
〜
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市
で
は
、
市
内
在
住
の
勤
労
者

に
各
種
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
。

■
生
活
資
金

▽
対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

　

満
た
す
人　

・
市
内
に
1
年
以
上
住
所
を
有
し

　

て
い
る
人

・
原
則　

歳
以
上
で
、
同
一
事
業

20

　

所
に
1
年
以
上
勤
務
し
て
い
る

　

人
（
臨
時
・
嘱
託
職
員
な
ど
は

　

除
く
）

・
前
年
の
年
収（
税
込
み
）が
１
５

　

０
万
円
以
上
の
人

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

・
返
済
能
力
が
認
め
ら
れ
る
人

※
利
用
例
＝
パ
ソ
コ
ン
購
入
資
金
、

　

旅
行
費
用
、
家
具
・
イ
ン
テ
リ

　

ア
の
購
入
資
金
な
ど

■
住
宅
建
設
資
金

▽
対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

　

満
た
す
人　

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま

　

た
は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
、

　

市
内
に
居
住
し
よ
う
と
す
る
人

・　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
世
帯

25

56

　

主
で
あ
り
、
同
居
す
る
親
族
が

　

い
る
人

・
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務

　

し
て
い
る
人
（
臨
時
・
嘱
託
職

　

員
な
ど
は
除
く
）

・
前
年
の
年
収（
税
込
み
）が
２
０

　

０
万
円
以
上
の
人

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

・
返
済
能
力
が
認
め
ら
れ
る
人

※
利
用
例
＝
住
宅
の
新
築
、
新
築

　

ま
た
は
中
古
住
宅
の
購
入
、
住

　

宅
の
増
改
築

■
教
育
資
金

▽
対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

　

満
た
す
人　

・
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

・
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤
務

　

し
て
い
る
人
（
臨
時
・
嘱
託
職

　

員
な
ど
は
除
く
）

・
前
年
の
年
収（
税
込
み
）が
２
０

　

０
万
円
以
上
の
人

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

・
返
済
能
力
が
認
め
ら
れ
る
人

※
利
用
例
＝
各
種
学
校
へ
の
入
学

　

資
金
、
授
業
料
、
教
科
書
･
参

　

考
書
な
ど
の
購
入
、
ア
パ
ー
ト

　

な
ど
の
賃
料

▽
申
込
先
＝
東
北
労
働
金
庫
大
船

　

渡
支
店 

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
東
北
労
働
金
庫
大
船
渡
支
店

　
　
　
　
　
　

（
�
�
６
１
１
０
）

・
商
工
観
光
物
産
課
商
工
係 

　
　
　
　
　
　

（
�
内
線
１
１
２
）

市
内
の
勤
労
者
向
け
に

　
　
　
　
　
　

各
種
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

融資末端利率貸し付け期間限度額資金名

2.56％
（固定）

７年以内100万円生活資金

1.86％
（固定）

20年以内600万円住宅建設資金

1.775％
（固定）

10年以内
※在学中４年以内の
　据え置き期間含む

200万円教育資金

勤労者向け各種融資あっせん制度

　運賃や運行経路、停留所の時刻などは、お問い合

わせください。岩手県交通㈱のホームページ（http:/

/www.iwatekenkotsu.co.jp/）でも確認できます。運行時刻が変わりました

大船渡仙台線・細浦経由高田線

�問い合わせ先

　岩手県交通㈱大船渡営業所（��3730）

■細浦経由高田線
※
太
枠
の
便
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
運
休

６便５便４便３便２便１便主要停留所名
18：0014：2010：108：407：056：55鳴石団地前
18：2314：4310：339：037：287：18たいら
18：3614：5610：469：167：417：31国道上平
18：5015：1011：009：307：557：45サンリアＳＣ前
18：5615：1611：069：36――県立大船渡病院
――――8：037：53大船渡東高校前
――――8：077：57立根

【鳴石団地�立根（県立大船渡病院）】

６便５便４便３便２便１便主要停留所名
19：0016：30――――立根
19：0416：34――――大船渡東高校前
――13：0011：308：307：20県立大船渡病院
19：1216：4213：0611：368：367：26サンリアＳＣ前
19：2616：5613：2011：508：507：40国道上平
19：3917：0913：3312：039：037：53たいら
20：0217：3213：5612：269：268：16鳴石団地前

【立根（県立大船渡病院）�鳴石団地】

■大船渡仙台線（気仙大橋経由）

４便３便２便１便主要停留所名
17：3015：258：326：32サンリアＳＣ前
17：3815：338：406：40商人橋
17：5515：508：576：57サンビレッジ高田

東北自動車道（一関ＩＣ～仙台宮城ＩＣ）
21：2019：1512：2210：22仙台駅前

【大船渡�仙台】

４便３便２便１便主要停留所名
17：5013：308：457：10仙台駅前

東北自動車道（仙台宮城ＩＣ～一関ＩＣ）
21：1416：5412：0910：34サンビレッジ高田
21：3117：1112：2610：51商人橋
21：3917：1912：3410：59サンリアＳＣ前

【仙台�大船渡】

（13）広報大船渡
23.9.5（No.966）

　岩手、宮城、福島の３県は、平成24年３月31

日でアナログ放送が終了します。

　アンテナや宅内施設のデジタル化が済んでい

なかったため、テレビを購入して取り付けたの

に地デジが映らなかったということもあります。

移行直前に気付いても、工事業者の対応が間に

合わない可能性もありますので、早めにテレビ

のデジタル化への対応をお願いします。

　デジタル放送への切り替えが済んでいない場

合は、窓口で相談を受け付けていますので、ご

相談ください。

　また、ＮＨＫ受信料全額免除世帯や市町村民

税非課税世帯に対しては、チューナー給付など

の支援を実施していますので、ご利用ください。

�問い合わせ先

�地デジコールセンター（�0570-07-0101）

�デジサポ岩手（�019-903-0101）

�地デジチューナー支援実施センター

・ＮＨＫ受信料全額免除世帯（�0570-033840）

・市町村民税非課税世帯（�0570-023724）

地上デジタル放送を

　見るために早めの準備を

アナログ放送は平成24年３月31日まで

　

国
で
は
、
９
月　

日
か
ら　

日

10

16

ま
で
の
１
週
間
を
「
自
殺
予
防
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
岩

手
県
で
は
、
９
月
の
１
カ
月
間
を

「
岩
手
県
自
殺
防
止
月
間
」と
し
、

集
中
的
な
普
及
啓
発
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

「
う
つ
」な
ど
の
心
の
健
康
問
題

や
自
殺
防
止
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
持
ち
、
命
の
大
切
さ
や
自

殺
の
危
険
に
気
付
い
た
と
き
の
対

応
方
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

■
震
災
後
の
心
と
体

　

震
災
か
ら
５
カ
月
が
経
過
し
、

多
く
の
人
が
災
害
直
後
か
ら
の
慢

９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははははははははははは
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺殺
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
ででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

９
月
は
自
殺
防
止
月
間
で
す

　５月25日に予定していた「綾小路きみまろ爆

笑スーパーライブ」は、平成24年１月25日（水）

に振替公演を開催します。

■チケットをお持ちの人

　５月25日のチケットは、振替公演でもそのま

ま使用できますので、大切に保管してください。

■チケットを紛失・流失した人

　紛失・流失したことを証明する書類を発行し

ますので、身分証明書を持参の上、市民文化会

館にお越しください。

�受付期間＝10月３日（月）～12月５日（月）

�受付時間＝午前９時～午後５時

�問い合わせ先＝市民文化会館（��4478）　

窓口開設日時相　談　窓　口　【電話番号】

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分

市役所本庁保健福祉課【�内線187】

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後５時

大船渡保健所【��9913】

毎週木曜日
午後１時30分～３時30分
※予約が必要です。

こころの相談室（大船渡保健所・ここ
ろのケアチーム）【��9913】

毎週月～土曜日
午前９時～午後６時
※土曜日は午後５時まで

障がい者・児童相談支援センター内地
域活動支援センター星雲【��1305】

毎週月～金曜日
午前９時～午後４時30分

岩手県精神保健福祉センター
　　　　　　　　【�019-622-6955】

通年／正午～午後９時
※日曜日は午後６時まで

盛岡いのちの電話【�019-654-7575】

■あなたにもできる自殺予防のための行動

�気付き＝家族や仲間の変化に気付いて、声を掛ける

�傾聴＝本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

�つなぎ＝早めに専門家に相談するよう促す

�見守り＝温かく寄り添いながら、じっくりと見守る

性
的
な
疲
労
や
苦
し
み
、
悲
し
み
、

新
し
い
生
活
環
境
で
の
ス
ト
レ
ス
、

今
後
の
生
活
へ
の
不
安
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
を
抱
え
、

体
調
の
変
化
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
周
り
の

人
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、
話
を

聞
き
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
相
談
窓
口
を
開
設

　

悩
み
や
不
安
を
お
持
ち
の
人
は
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

（
�
内
線
１
８
７
）

振替公演決定のお知らせ

綾小路きみまろ爆笑スーパーライブ

相談窓口の開設場所

■はじめましょう省エネ■使っていない家電はありませんか？プラグを抜くことで、消
費電力が削減できます。できることからはじめましょう。地球と家計にやさしい省エネ。
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被
災
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設

　

県
で
は
、
被
災
さ
れ
た
人
の
生

活
の
再
建
に
向
け
た
相
談
に
対
応

す
る
た
め
、
被
災
者
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▽
場
所（
大
船
渡
地
区
）＝
大
船
渡

　

地
区
合
同
庁
舎

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

　

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

　

除
く
）

▽
相
談
料
＝
無
料

▽
そ
の
他
＝
専
門
家
相
談
と
し
て
、

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
が
日

　

替
わ
り
で
常
駐
し
、
専
門
的
な

　

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
（
支

　

援
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど

　

の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
）。

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
大
船
渡
地
区
被
災
者
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー（
�
�
９
９
１
１
）

・
岩
手
県
復
興
局
生
活
再
建
課

　
（
�
０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
９
２
５
）

■９月の社会保険事務相談■�期日＝９月21日（水）・28日（水）�時間＝午前10時30分～午後３時30分
�会場＝市役所本庁第１会議室�問い合わせ先＝一関年金事務所（�0191�4246）

未
就
園
児
対
象
の
「
ち
び
っ

こ
運
動
会
」
を
開
催

　

県
で
は
、
出
張
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、『「
出

前
ぽ
こ
ぽ
こ
」
が
や
っ
て
く
る　
in

大
船
渡
ち
び
っ
こ
運
動
会
』
を
開

催
し
ま
す
。

▽
期
日
＝　

月　

日（
水
）

10

12

▽
時
間
＝
午
前　

時
〜
正
午

10

※
午
前
９
時　

分
ま
で
に
猪
川
保

20

　

育
園
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

　

貸
し
切
り
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▽
会
場
＝
住
田
町
社
会
体
育
館

▽
対
象
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

　

者
▽
参
加
料
＝
無
料

▽
申
込
締
切
日
＝
９
月　

日（
金
）

30

▽
持
参
す
る
も
の
＝
上
履
き
、
昼

　

食
▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ひ
さ

　

ま
広
場【
猪
川
保
育
園
内（
�
�

　

３
２
１
２
）】

司
法
書
士
に
よ
る
全
国
一
斉

成
年
後
見
相
談
会
を
開
催

　

岩
手
県
司
法
書
士
会
と
公
益
社

団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
岩
手
支
部
で

は
、
成
年
後
見
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知

症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能

力
に
不
安
の
あ
る
人
を
法
律
面
や

生
活
面
で
保
護
、
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

▽
期
日
＝
９
月　

日（
金
）【
祝
日
】

23

▽
時
間
＝
午
前　

時
〜
午
後
３
時

10

▽
会
場
＝
岩
手
県
司
法
書
士
会
館

　
　

（
盛
岡
市
本
町
通
２
‐　

‐　

）

12

18

▽
相
談
料
＝
無
料

▽
そ
の
他
＝
相
談
会
開
設
時
間
内

　

は
、
電
話
相
談（
�
０
１
２
０
‐

　

８
２
３
‐
８
１
５
／
０
１
９
‐
６

　

５
３
‐
６
１
０
１
）も
受
け
付
け

　

ま
す
。　

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
手
県
司
法
書
士
会

　
（
�
０
１
９
‐
６
２
２
‐
３
３
７
２
）

▽
期
日
＝
９
月　

日（
木
）〜　

月

29

12

　

８
日（
木
）の
毎
週
木
曜
日
（　
11

　

月
３
日
を
除
く
）

▽
時
間
＝
午
後
７
時
〜
９
時

▽
会
場
＝
加
藤
整
骨
院
２
階
【
講

茶
道（
裏
千
家
）教
室
の
受
講

者
を
募
集

　

師
宅
／
盛
町
字
内
ノ
目
６
‐
７

　

（
�
�
２
０
５
７
）】

▽
対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

　

務
す
る
女
性
お
よ
び
お
お
む
ね

　
　

歳
ま
で
の
男
性

35
▽
講
師
＝
加
藤
玲
子
さ
ん

　
　
　
　

【
茶
道（
裏
千
家
）教
授
】

▽
受
講
料
＝
２
�
０
０
０
円

▽
定
員
＝　

人
10

▽
申
込
締
切
日
＝
９
月　

日（
火
）

20

▽
持
参
す
る
も
の
＝
白
足
袋
ま
た

　

は
白
い
靴
下
、
ベ
ル
ト
、
筆
記

　

用
具

▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
�
�
１
０
０
１
）

▽
期
日
＝
９
月　

日（
日
）

18

▽
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後

30

　

３
時

▽
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯

　

地（
滝
沢
村
）

▽
内
容
＝
記
念
式
典
、
観
閲
行
進
、

　

訓
練
展
示
、
戦
車
や
装
甲
車
の

　

体
験
搭
乗
、
音
楽
隊
に
よ
る
ミ

　

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
司
令

　

業
務
室

　
（
�
０
１
９
‐
６
８
８
‐
４
３
１
１
）

陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地

　
　

周
年
記
念
行
事
を
開
催

54

�期日＝９月23日（金）【祝日】

�時間＝午前10時～午後４時

�会場＝東京タワー屋外特設会場

�問い合わせ先

　三陸・大船渡東京タワーさんままつり実行

　委員会事務局（市観光物産協会内��1922）

三陸・大船渡東京タワーさんままつり

▽
期
日
＝
９
月　

日（
火
）〜
９
月

27

　
　

日（
金
）

30
▽
会
場
＝
教
育
会
館（
学
科
）、
永

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

講
習
の
受
講
者
を
募
集

　

浜
貯
木
場（
実
技
）

▽
受
講
料
＝
２
９
�９
２
５
円

▽
定
員
＝　

人
30

▽
申
込
締
切
日
＝
９
月　

日（
火
）

20

▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

公
益
財
団
法
人
岩
手
労
働
基
準

　

協
会
大
船
渡
支
部

　
　

（
�
０
１
９
３
�
４
３
８
０
）

�申込受付期間＝10月29日（土）まで

�受付時間＝平日の午前８時～午後５時

�申込方法＝電話またはファクス

�申込先／問い合わせ先

　大船渡港さんま直送便

・宅配係【��9999／�0120�0025】　　　

・事務局【��1922（�兼用）】

「さんま直送便」の申し込みを受付中

（15）広報大船渡
23.9.5（No.966）

■市民体育大会（軟式野球競技）の参加者を募集しています■�申込締切日＝９
月15日（木）�申込先／問い合わせ先＝体育センター（��1001）

８月６日～８月20日届け出

（敬称略）おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい お悔やみ

○お悔やみ申し上げます

（盛町）　　　村 上　 正　（79）　 みどり町

　　　　　　菅原多津雄　（95）　 下舘下

（大船渡町）　小 島 玲 子　（65）　 上山

　　　　 　 笹 勲 子　（74）　 野々田

　　　　　　平 山 光 子　（77）　 茶屋前

　　　　　　熊 谷 利 克　（62）　 新田

　　　　 　 太 田 良 一　（60）　 茶屋前

　　　　 　 細 川 文 男　（81）　 台

　　　　　　川 畑　 子　（78）　 明神前

　　　　　　四 戸 嘉 一　（82）　 野々田

　　　　　　四 戸 昭 代　（77）　 野々田

（末崎町）　　後 藤 ミ ヤ　（86）　 大豆沢

　　　　　　浅 野 雪 子　（74）　 神坂

　　　　　　村 上　 弘　（70）　 西舘

　　　　　　新 沼 茂 樹　（78）　 細浦

　　　　　　武 田 冨 治　（74）　 高清水

（赤崎町）　　佐 藤 俊 男　（79）　 佐野

　　　　 　 鈴 木 正 治　（86）　 佐野

　　　　　　中 井 キ エ　（74）　 諏訪前

（猪川町）　　末 永 仲 子　（59）　 長洞

　　　　 　 伊　 恭 子　（80）　 久名畑

　　　　　　只 野 辰 夫　（81）　 久名畑

（立根町）　　笹 嶋 兼 男　（74）　 猫足

（日頃市町）　佐々木茂男　（89）　 石橋

　　　　　　新 沼　 子　（54）　 坂本沢

（三陸町越喜来）　佐藤摩希子　（40）　 前田

（三陸町吉浜）　野 田 國 雄　（73）　 千歳

○お誕生おめでとう　（　）は保護者

（盛町）　　　畠  山    莉 緒
はたけやま

    　（晴吉）　内ノ目
りお

　　　　　　鈴  木    幸 愛
すずき

    　（偉久）　権現堂
ゆきあ

（大船渡町）　松  尾    夏 帆
まつお

    　（きよこ）　台
かほ

　　　　　　石  倉    怜 俐
いしくら

    　（彰秀）　笹崎
れいり

（末崎町）　　熊  谷    咲 希
くまがい

    　（ 健 ）　石浜
さき

　　　　　　川  原    光 希
かわはら

    　（俊一）　山岸
みつき

　　　　　　大  磯    紗 良
おおいそ

    　（友希）　泊里
さら

（赤崎町）　　近  藤    彩 華
こんどう

    　（由美）　沢田
あやか

　　　　　　只  野    大 智
ただの

    　（吉哉）　後ノ入
たいち

（猪川町）　　志  田    涼 雅
しだ

    　（龍士）　轆轤石
りょうが

（三陸町綾里）　熊  谷    夏 樹
くまがい

    　（松一）　熊之入
なつき

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

▽
期
日
＝
９
月　

日（
木
）・　

日

22

23

　

（
金
）・　

日（
日
）

25

▽
時
間
＝
午
前　

時
〜
正
午

10

※　

日
の
み
午
前
８
時　

分
か
ら

25

30

　

（
市
民
体
育
大
会
に
参
加
）

▽
会
場

・　

日
・　

日
＝
盛
川
河
川
敷

22

23

　
　
　

（
権
現
堂
橋
下
猪
川
町
側
）

・　

日
＝
鷹
生
ダ
ム
多
目
的
広
場

25
▽
対
象
＝
小
学
校
４
年
生
以
上

▽
受
講
料
＝
１
０
０
円

▽
定
員
＝　

人
50

▽
申
込
締
切
日
＝
９
月　

日（
金
）

16

▽
そ
の
他
＝
用
具
を
お
持
ち
の
人

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
受
講
者
を

募
集

　

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
い

　

人
に
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■
弓
道
教
室

▽
期
日
＝　

月
４
日（
火
）〜　

月

10

11

　

４
日（
金
）の
毎
週
火
・
金
曜
日

▽
時
間
＝
午
後
７
時
〜
９
時

▽
会
場
＝
大
船
渡
東
高
校
弓
道
場

▽
対
象
＝
小
学
校
高
学
年
以
上

▽
受
講
料
＝
１
�
０
０
０
円

▽
定
員
＝　

人
30

▽
申
込
締
切
日
＝
９
月　

日（
水
）

28

▽
そ
の
他
＝
左
胸
に
ポ
ケ
ッ
ト
が

　

な
い
上
着
、
靴
下
を
着
用
し
て

　

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
�
�
１
０
０
１
）

▽
期
日
＝
９
月　

日（
日
）

25

▽
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜

30

▽
会
場
＝
鷹
生
ダ
ム
多
目
的
広
場

▽
参
加
資
格
＝
小
学
校
４
年
生
以

　

上
▽
競
技
種
目
・
方
法
＝
個
人
戦
で

　
　

ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
を
競
い

24

　

ま
す
。

▽
参
加
料
＝
１
０
０
円

▽
申
込
締
切
日
＝
９
月　

日（
木
）

15

▽
申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
先

　

市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

　

事
務
局
【
山
田
幸
男
さ
ん（
�
�

　

２
５
２
５
）】

市
民
体
育
大
会
（
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
）の
参
加
者
募
集

　交通量の増加と、不注意や疲れなどから交通事故が

増えています。これからの時期は、日没が早くなりま

すので、暗くなる前に早めにライトを点灯しましょう。

　また、一人ひとりが交通ルールを守り、交通事故を

起こさないよう、遭わないよう、十分注意しましょう。

�問い合わせ先

　市民生活環境課交通安全係（�内線127）

秋の全国交通安全運動がはじまります

○人　口…39,602人（＋36人）

　　　　男18,916人（＋ 6 人）

　　　　女20,686人（＋30人）

○世帯数…14,439世帯

　　　　　　　　（＋63世帯）

【人口のうごき】

８月31日現在

　　（　）内は前月比

９月21日から９月30日までの10日間



（16）

大船渡市へのメッセージ

き

ず

な絆
支援の輪

　

大
船
渡
市
の
復
興
の
た
め
に
、
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
体
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
６
回
は
、
３
月　

日
か
ら
、
職
員
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
、
物
資
支
援
な
ど
、

30

多
く
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
北
海
道
と
札
幌
市
で
す
。

　

北
海
道
は
、
日
本
の
北
部
に

位
置
し
、
四
方
を
太
平
洋
、
日

本
海
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
囲
ま

れ
た
島
で
す
。

　

面
積
は
、
約
８
３
�
４
５
７

�
で
、
日
本
の
総
面
積
の
約
２

割
を
占
め
、
人
口
は
、
約
５
５

２
万
人
。
道
内
に
は
、
９
つ
の

た
北
海
道
開
拓
使
に
よ
り
、
碁

盤
目
状
の
都
市
と
し
て
開
発
さ

れ
、
現
在
の
ま
ち
並
み
の
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

時
計
台
、
大
通
公
園
、 

藻  
岩 

も 

い
わ

 
山 
な
ど
観
光
名
所
が
多
く
、
２

や
ま月

の「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
」、

６
月
の
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
に
は
、
毎
年

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

３
月　

日
か
ら
６
月　

日
ま

30

30

で
、
北
海
道
と
札
幌
市
と
の
合

同
に
よ
る
職
員
の
派
遣
と
医
療

救
護
班
の
派
遣
や
、
漁
港
の
災

害
復
興
に
携
わ
る
職
員
の
長
期

派
遣
、
食
料
品
な
ど
の
物
資
支

援
と
、
多
く
の
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。　

総
合
振
興
局
と
５
つ
の
振
興
局

が
あ
り
ま
す
。

　
 
洞
爺  
湖 
、 

摩
周  
湖 
な
ど
の
湖
、

と
う
や 

こ 

ま
し
ゅ
う 

こ

 
石
狩
川 
、 

天
塩  
川 
な
ど
の
大
河
、

い
し
か
り
が
わ 

て
し
お 

が
わ

ユ
ネ
ス
コ
自
然
遺
産
の 
知  
床 
な

し
れ 
と
こ

ど
、
雄
大
な
自
然
が
多
く
あ
り

ま
す
。　

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
小
麦
な
ど
の

北海道畑
作
、
酪
農
、
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ト
の
生
産
な
ど
の

農
・
畜
産
業
の
ほ
か
、

観
光
地
が
多
い
こ
と
か

ら
観
光
業
が
盛
ん
で
す
。

　

札
幌
市
は
、
人
口
約

１
９
２
万
人
。
北
海
道

の
政
治
・
経
済
の
中
心

都
市
で
す
。

　

明
治
時
代
に
置
か
れ

≪６≫

北海道北海道

札幌市札幌市

　５月11日から18日まで、り災証明のための

現地調査補助、給水業務、入浴支援業務を交

替で行い、日常業務では経験できないこと、

勉強になることが多かったです。

　今後も、何かお役に立てることがあれば、

応援したいと思いますし、いつか大船渡の復

興した姿を見に行きたいと思っています。

北海道 檜山 振興局環境生活課　 三井  義也 さん
ひやま みつい よしなり

　札幌市は、水道の復旧や給水などのお手伝

いをしました。暑い屋外での作業中、地元の

方に「がんばってね」と、逆に元気づけていた

だいたことが今でも忘れられません。

　温かな心を通じて生まれた強い絆は、大切

な宝物です。大船渡市の復興を札幌市民は心

から応援しています。　

札幌市西区総務企画課　 山本  健晴 さん
やまもと たけはる

編集・発行／大船渡市企画政策部秘書広聴課（〒022‐8501　岩手県大船渡市盛町字宇津野沢15）
��3111　��4477　ホームページ＝ http://www.city.ofunato.iwate.jp/　Ｅメール＝ ofunato@city.ofunato.iwate.jp

「広報大船渡」は、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づく基本方針の判断の基準を満たす紙と大豆油インキを使用しています。

北海道

　　 札幌 市
さっぽろ

北
海
道
か
ら
支
援
に
訪
れ
た
皆

さ
ん
。
写
真
右
が
三
井
さ
ん

水
道
の
復
旧
業
務
な
ど
で
協
力

い
た
だ
い
た
山
本
さ
ん（
右
）


